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要旨 

 第 1 章では、なぜ“Grouping You”を開発しようと考えたのか、教育機関のデータも用

いて私の考えを述べています。  

 第 2 章では、“Grouping You”をどのように使うのかを述べています。  

 第 3 章では、“Grouping You”の主要プログラムコードを書き出し解説しています。  

 第 4 章では、Google Play に投稿されている類似のグループ分けアプリをダウンロード

し、使ってみて比較して意見を述べています。  

 第 5 章 5-1 ではアンケート結果を載せ、総評を述べています。5-2 では、今後の課題、

作成しての感想を述べています。  
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第1章 はじめに 

 

なぜ “Grouping You” を開発しようと考えたのか。それは、グループ分けやペア分けは

手間がかかりすぎるからです。皆さんは、小・中・高校生の頃にクラスや部活でグルー

プ分けをしたことはありますか。少人数ならともかく、大人数になればなるほど決める

まで時間がかかってきたはずです。また、毎回同じ組み合わせだとマンネリ化してしま

うので変えようと思うとかなり悩んだはずです。 

図 1 は平成 27 年度の初等教育機関等の学校数、在学者数及び教員数の表になります。

小学生 6,543,104 人を 1 クラス 30 人とした場合、全体のほぼ半数である約 218,104 人

の教員がクラス担任をしなければなりません。小学校といえば、理科や音楽は担当教員

がいたりしますが、基本的に主要 5 科目の英語以外の教科及び副教科のほぼ全てを教え

ています。よって、授業の準備やテストの採点等を考えるとかなりの時間を必要とする

ので、グループ分けに時間をかけるわけにはいかないはずです。同じように、中学生

3,465,215 を 1 クラス 30 人とした場合も、ほぼ半数の約 115,508 人の教員が担任をし

なければなりません。中学教員は担当する科目は 1 つでも 3 学年全てに教えなければな

らなかったりします。また、部活動の顧問等もあるので小学生教諭以上に時間が無いで

しょう。 

 

今回、私が作成したアプリケーション“Grouping You”の開発コンセプトは「グルー

プ分けを「素早く」かつ「簡単」に行えるものにする」です。なので、番号でそれぞれ

のグループに振り分けを行います。
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図 1 平成 27 年度初等教育機関等の学校数、在学者数及び教員数1 
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第2 章 “Grouping You”の企画 

 

 ここでは、実際にアプリを起動させてどのように使用するか説明していきたいと思いま

す。まず図 2 が“Grouping You”の処理手順を図に表したものとなります。アプリを機動

したら、まずは人数の設定をします。次にグループ数の設定をします。そして、「シャッ

フルを押す」で分岐になっていますが、人数とグループ数が設定したものでよければシャ

ッフルを押す、全て戻したい時はリセットを押す、というふうに分かれます。 

 シャッフルを押した場合、初めにグループ 1 の結果が表示されます。ここで次の分岐と

なり、「次のグループ結果を表示」するかどうか決めます。表示する場合は「→」を押せ

ばグループ 2 の画面になります。最初の画面に戻る時は、「戻る」を押せば戻ります。 

 グループ 2 を表示したらここでも分岐が発生します。「他のグループの結果を表示」す

るかどうか決めます。表示する場合、次のグループを表示するなら「→」を、前のグルー

プを表示する時は「←」を押します。 

 表示しない時は、「アプリを終了する」かどうかを決めます。終了しない場合は「戻る」

を押せば最初の画面に戻ります。終了する場合はアプリを終了するようになります。 
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図 2“Grouping You”の処理手順 
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図 3 がアプリ起動後のメイン画面となります。  “ Number Picker ”がボタンの上にあ

るものとなります。左側が人数、右側がグループの設定になります。次は画面中央にある

ボタンの説明となります。左側の「シャッフル」は設定した人数とグループ数で振り分け

するものとなります。右側の「リセット」は人数とグループ数を初期値に戻すものとなり

ます。 

 “ Number Picker ”はスクロールする、もしくはタップして打ち込む事によって数値を

変更することができます。なお、タップして数値を打ち込む場合、端末によっては Enter

を押さなければ打ち込んだ数値が決定しない場合があります。 

 

  

図 3  アプリ起動画面          図 4 シャッフル後画面 
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 次に、図 4 が図 3 の「シャッフル」を押した後の画面となります。一番上の矢印は、最

初に設定したグループ数だけ画面を移動するものとなります。ただし、移動できるのは第

2 章で解説したように振り分けする計算式は人数÷グループ数となり、この計算の余りも

同じ計算式で再振り分けします。よって、11人を 3 グループに分けるときは、 1,2 グルー

プが 4 人、 3 グループが 3 人となるように振り分けられます。「戻る」のボタンを押すと、

最初の画面に戻ります。 
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第 3 章 アプリの主要プログラム設計 

 

今回作成した “Grouping You” のコードを書き出し、どのような動きをしているのかを説

明します。開発環境は Eclipse 及びAndroid SDKを使用しました。図 5 は Eclipse の開発

画面となります。今回、エラーが起こっているのですが、その場合、画面中央左の行番号

の左横に×印が付き、該当箇所には赤の波線がひかれるので、わかりやすくなっています。

なお、エラーが起きている時は図 6 のようにデバックをしようとしても出来ないようにな

っています。 

 

 

図 5 開発中の Eclipse 画面 1  
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図 6 開発中の Eclipse 画面 2  

 

 

図  7 プログラムコード 1  
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図 8 プログラムコード 2  

 

    

図 9  プログラムコード 3       図  10  プログラムコード 4  

 

 図 7 のコードはアプリの入れ物を作成するコードとなります。 1 行目～ 3 行目までが縦

方向に入れ物を作り、 6 行目～ 7 行目そして図 8 の 1 行目～ 2 行目が横方向に入れ物を作

るコードになります。図 7 の 2 行目と 7 行目、図 8 の 2 行目にある “VERTICAL”、

“HORIZONTAL” が縦、横を決めています。このままではボタン等も全て左寄りで表示さ

れてしまうので、図 7 の 9 行目～ 10 行目のコードで均等になるようにしています。これ

は、結果表示画面でも同じものを使用しています。 
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 ボタンを作成するコードは図 8 のものとなります。 5 行目及び11行目の ”bt

○ .setText(” ・・・ ”)” でボタンにテキストとして「・・・」の部分に「シャッフル」あ

るいは「リセット」を入れています。 

このアプリで重要になるのが数を選択する“ Number Picker ”になります。実装するた

めのコードが図 7 の 12 行目、そして図 9 が“ Number Picker ”の主要コードになります。

実装は最初に”private NumberPicker np;”と定義してからになりますが、このアプリでは人

数とグループ数で別々のものが必要になるので“ np1”“ np2”というものも作っていま

す。また最大値と最小値はそれぞれ 3~4行目と 10~11 行目のmax及びminで設定していま

す。今回は人数の最大値を 50 、最小値を 2 、そしてグループ数の最大値を 10 、最小値

を 2 としています。 

“ Number Picker ”の数値をリセットするコードが図 10 の11行目より下のコードにな

ります。ここでは人数、グループ数ともに 2 となるようにしています。 

 次に選択した数値を確定させるコードが図 10 の 3 行目～ 7 行目となります。

“ globals ”は全画面共通のものとなり、振り分けするためのコードを別のページで作っ

ているので、“ globals …”と定義して、図11の 1 ～ 2 行目のように別ページで“…  = 

globals …”と定義しなければページが違うので数値が設定されていないというエラーが

おこります。 
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図11 プログラムコード 5         図  12  プログラムコード 6  

 

 

図  13  プログラムコード 7  

 

先ほど確定させた数値でグループ分けをしていくプログラムが図11になります。 13 行

目より下のコードで一通りグループ分けを行います。計算式は人数÷グループ数です。こ

のままでは、余った分が全てグループ 1 に振り分けられてしまうので、図 12 のコードで

余り分を再振り分けしていきます。 

 このアプリは起動した時の画面 ( 以後メイン画面 ) と振り分けた後の画面 ( 以後サブ画

面 ) の 2 つを使います。これらを移動するためのコードが図 10 の 9 行目～ 10 行目及び

図 13 になります。今回はスタック方式を採用しています。これによって、メイン画面で

「シャッフル」を押せばサブ画面に、サブ画面で「戻る」を押せばメイン画面に行くよう

になっています。 

 ここで、先ほど述べたスタック方式について説明します。図 14 のように A→B→Cの
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順番でデータを入力した場合、最後に入力したものが先に出力される構造の事を言います

2 。例としてパソコンが挙げられます。パソコンを使用するとき、複数の画面を開いたら

最後に開いたものが一番上に来ていると思います。これがスタック方式と同じものになり

ます。 

ちなみにスタック方式とは逆に、入力した順番で出力していく構造をキュー方式と言い

ます。図 15 及び図 16 のように病院等の予約受付はこのキュー方式を使用しているため、

予約した順番に呼び出しされます。 

 

 

図 14  スタック方式解説図 

 

  

図 15  キュー方式解説図 1          図 16  キュー方式解説図 2  
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図 17  プログラムコード 8         図 18  プログラムコード 9  

 

 サブ画面はグループ数に応じてページが作成されます。それを移動させるコードが図

17 及び図 18 となります。図 17 のコードが左矢印で表示グループを一つ戻し、図 18

のコードが右矢印で表示グループを一つ進めるものになります。 ”now” が今見ているグル

ープのことを指すため、図 17 、 2 行目の“ now > 1 ”によりグループ 1 より前の画面に

は行かず、図 18 、 2 行目の“ now < groups”によって設定したグループ数より先の画面

には進まないようになっています。また、図 17 及び図 18 、 4 行目 ”tv1.set Text(” グル

ープ” + now)”というコードによって、今どのグループ結果を見ているのかを表示していま

す。 
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図  19  プログラムコード 10  

 

 図 19 は振り分け結果を表示するコードとなります。 1 行目～ 4 行目の ”now = 1” か

ら ”layout.addView(tv1) ”は現在見ているのがどのグループか表示するものを作っています。

6 行目～ 9 行目が振り分け結果を確定させるためのコードとなります。 13 行目～ 15 行

目の ”et1 = new Edit Text(this)” から ”layout.addView(et1)” までが確定させた振り分け結果

をEdit Textに表示させるコードとなります。 
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第 4 章 他のグループ決めアプリとの比較 

 

 ここでは、 Google Play にアップロードされている他の類似アプリケーションとの比較

をしていこうと思います。そのアプリケーションを実際にダウンロードして使用した比較

です。 

 Google Play で「グループ分け」と検索した結果、出てきたのは Keeping,cir. さんの

“グループ分け”というアプリだけでした。類似アプリとしては、テニスのペア分けや電

話帳のグループ分けはありましたが、“Grouping You”のように大人数を分けるアプリは

ほとんどありませんでした。 

 

   

図 20  グループ分け使用画面      図 21  TeamMaker 使用画面 1  
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図 22  TeamMaker 使用画面2              図  23  TeamMaker 使用画面 3  

 

まずは、 Keeping,cir. さんの“グループ分け”というアプリと比較していきます3 。使

用した画像が図 20 となります。異なる点としては、名前を打ち込む事によって正確に誰

がどのグループかがわかります。しかし、名前を打ち込む時間が必要となるので、速度の

面から見れば少し時間がかかると感じました。 

 次に HAL Take さんの“TeamMaker –簡単チーム分け - ”と比較していきます4 。こち

らを使用した画像が図 21 ～図 25 となります。名前の横にある星マークは、グループの

リーダーになる人のマークになっています。その横のチェックマークは参加メンバーを表

すものとなっています。グループリーダーはグループ数より多く設定していると、「リー

ダーの人数は、チーム数以下にしてください 。」 という表示が出てきて振り分けが行えま

せん。同じようにグループ数を人数より多く設定すると「チーム数は、人数以下にしてく

ださい 。」 という表示が出てきて振り分けをすることができませんでした。 
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名前を打ち込むという点では“グループ分け”と同じですが、メンバーリストを作成し

ておけるので事前にリストを作成しておけばかなり便利だと思います。またリストを使用

しない分け方もあるようで、これは“Grouping You”とほとんど同じものでした。しかし、

振り分け後のグループ内人数はランダム決定になっていました。 

また、設定次第では 1 人ずつ結果を表示してから全体の結果を表示させることができる

ので、自分がどのグループになるのかドキドキ感が味わえるのでいいかもしれません。 

 

  

図 24  TeamMaker 使用画面 4             図  25  TeamMaker 使用画面 5  

  

 従って“Grouping You”は“グループ分け”と比べ操作速度の面で優れていると考えら

れますが、グループ分けの正確さが少し劣っていることが分かりました。 

 一方、“ TeamMaker ”は“グループ分け”と“Grouping You”の特徴を合わせ持ち、
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今回の“Grouping You”の目標となるアプリであるかと思います。 
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第 5 章 考察および今後の課題 

5-1  アンケートによる評価 

 

 今回、作成したアプリを周りの友人に実際に使用してもらいアンケートを実施しました。

評価項目は1.デザイン  2. 分ける速さ  3. 使いやすさ  4. 独創性です。図 26 は全てのア

ンケート結果を集計し、各項目を 5 段階評価に直して平均したものになります。また図

27 ～図 31 は年代別に集計し、先ほどと同じく各項目を 5 段階評価に直して平均したも

のとなります。主にアルバイト先の人たちに使ってもらったので、 10 代及び 20 代がほ

とんどとなっています。 

全体の結果としては2.分ける速さが他と比べて少し高い評価でしたがどの項目も高い評

価をもらいました。年代別の結果として 2.分ける速さと4.独創性はどの年代も高い評価で

した。1.デザインと3.使いやすさは年代によって低くなっています。 

 集まった意見として、 1.使い方がわかれば良いが人数とグループ数がわかりにくい  2.

名前も入力出来たらよい等がありました。 1 はアンケート実施の時、使い方を説明しなが

らやってもらいましたが、その時はわかるから、どっちが何かをわかるようにしたら良い

とのことでした。 2 は数字だと早いが名前を入力できるようになればもっとわかりやすい

ので加えてほしいということでした。また、小学校教員を目指している人に聞いてみたと

ころ、小学校では 5 ～ 6 人の班が既に決まっているのであったら便利だが使う場面は少な

いのではないかということでした。 
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図 26  アンケート全体平均結果     図 27  年代別アンケート集計結果 

 

図 28  10 代アンケート結果       図 29  20 代アンケート結果 

 

図 30  30 代アンケート結果       図 31  40 代アンケート結果  
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5-2  課題及び感想 

 

 まず作成後の改良点を挙げるとしたら、簡単にグループ分けできる分保存機能等を付け

ませんでした。誤って「戻る」を押したらリセットしてしまうので、今後改良していくな

らまずはこの機能を付けたいと思います。またアンケートでも使い方がわかれば使いやす

いが、聞かないとボタンの配置がわかりにくいという意見が多かったです。したがってラ

ベル等をつけてわかりやすくしたいと思います。 

 もしも 2 人を 3 グループに分けようとしたとき、本来であれば図 32 のようにエラー表

示を出すべきなのですが、“Grouping You”ではエラー表示が出ずに振り分けてしまいま

す。よって、図 33 のようにメンバーがいないグループ 3 の画面が表示されます。こうい

ったエラー表示も出るように改良していきます。 

  

図 32 エラー画面 1             図  33 エラー画面 2  
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 今回は Google Play には投稿せず身近な人に使ってもらってアンケート調査しました。

第 4 章でも述べましたが、グループ分けアプリ自体が少ないので、ダウンロード数も少な

く正確なデータは取れないかもしれませんが、投稿してから世界中の人にアンケートを実

施してもよかったかもしれません。 

 作成してみての感想は、簡単な部分もあったけど難しい部分も多かったです。全体のボ

タン配置やデザイン等は過去の授業資料を元にしたのですぐにできましたが、“ Number 

Picker”の実装や振り分けるためのコード、ページ移行のコードは特に制作時間がかかり

ました。 

 このアプリの開発コンセプトは、グループ分けを「素早く」かつ「簡単に」するという

ものでした。アンケート結果を見ても、分ける速さの評価が高いことから「素早く」とい

うのはできていますが、「簡単に」は 40 代使いやすさの結果からもわかるように達成で

きていないように感じます。 

 “Grouping You”には「ボタンや Number Picker の配置をわかりやすくする」や「エ

ラー表示を付ける」のようにまだまだ改善する点が数多くあります。第 4 章でも述べまし

たが、“ TeamMaker ”がグループ分けの正確さ、及び操作速度を合わせ持つ

“Grouping You”の最終目標とも言えます。この“Grouping You”を改善しつつ新しいア

プリも開発していきたいと思います。 
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[付録]“Grouping You”プログラムコード 

・メイン画面プログラムコード 

package com.example.zex1; 

 

import android.os.Bundle; 

import android.app.Activity; 

import android.content.Intent; 

import android.util.Log; 

import android.view.View; 

import android.view.View.OnClickListener; 

import android.view.ViewGroup; 

import android.widget.Button; 

import android.widget.LinearLayout; 

import android.widget.NumberPicker; 

 

public class MainActivity extends Activity implements OnClickListener {  

  

  

 private Button bt1,bt2; 

 @SuppressWarnings("unused") 

 private NumberPicker np; 

 private NumberPicker np1; 

 private NumberPicker np2; 

 private final int MP = ViewGroup.LayoutParams.MATCH_PARENT; 

 private final int WC = ViewGroup.LayoutParams.WRAP_CONTENT; 
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 private static final int INITIAL_VALUE  = 2; 

 Globals globals; 

 

 @Override 

 protected void onCreate(Bundle savedInstanceState) {  

  super.onCreate(savedInstanceState); 

  //setContentView(R.layout.activity_main); 

   

  globals = (Globals) this.getApplication(); 

   

  LinearLayout layout = new LinearLayout(this); 

  layout.setOrientation(LinearLayout.VERTICAL); 

  setContentView(layout); 

   

   

  LinearLayout ll1 = new LinearLayout(this); 

  ll1.setOrientation(LinearLayout.HORIZONTAL); 

   

  LinearLayout.LayoutParams params0 = new 

LinearLayout.LayoutParams(MP,WC); 

  params0.weight = 1; 

   

  np1 = new NumberPicker(this); 
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  // 最小値と最大値の設定 

  np1 = new NumberPicker(this); 

  np1.setLayoutParams(params0); 

  np1.setMaxValue(50); 

  np1.setMinValue(2); 

  np1.setValue(INITIAL_VALUE); 

  ll1.addView(np1); 

   

  np2 = new NumberPicker(this); 

  np2.setLayoutParams(params0); 

  np2.setMaxValue(10); 

  np2.setMinValue(2); 

  np2.setValue(INITIAL_VALUE); 

  ll1.addView(np2); 

 

  layout.addView(ll1); 

 

  LinearLayout ll2 = new LinearLayout(this); 

  ll2.setOrientation(LinearLayout.HORIZONTAL); 

   

  bt1 = new Button(this); 

  bt1.setText("シャッフル"); 

  bt1.setOnClickListener(this); 

  bt1.setLayoutParams(params0); 

  ll2.addView(bt1); 
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  bt2 = new Button(this); 

  bt2.setText("リセット"); 

  bt2.setOnClickListener(this); 

  bt2.setLayoutParams(params0); 

  ll2.addView(bt2); 

   

  layout.addView(ll2); 

   

 } 

 

 

 @Override 

 public void onClick(View v) { 

  // TODO 自動生成されたメソッド・スタブ  

   

   

  // リセットしたときの数値を設定  

  if (v == bt1) { 

    

   globals.ninzu = np1.getValue(); 

   Log.d("Debug", "ninzu=" + globals.ninzu); 

    

   globals.groups = np2.getValue(); 

   Log.d("Debug", "groups=" + globals.groups); 
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   Intent intent = new Intent(this, Sub1.class);  

   startActivity((android.content.Intent) intent); 

  } else if (v == bt2) { 

   np1.setValue(2); 

   np2.setValue(2); 

   

   

 } 

 

  

 

}} 

 

・サブ画面プログラムコード 

package com.example.zex1; 

 

import java.util.Random; 

 

import com.example.zex1.MainActivity; 

 

import android.app.Activity; 

import android.content.Intent; 

import android.os.Bundle; 

import android.view.MotionEvent; 
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import android.view.View; 

import android.view.ViewGroup; 

import android.view.View.OnClickListener; 

import android.widget.Button; 

import android.widget.EditText; 

import android.widget.LinearLayout; 

import android.widget.TextView; 

 

public class Sub1  extends Activity implements OnClickListener {  

 

  

 private int person[]; 

 private int ninzu, groups, total; 

 private Random rnd; 

 private int r, now; 

 private Button bt_l, bt_r; 

 private TextView tv1; 

 private EditText et1; 

 private final int MP = ViewGroup.LayoutParams.MATCH_PARENT; 

 private final int WC = ViewGroup.LayoutParams.WRAP_CONTENT; 

 

  

 private Button bt1; 

 Globals globals; 
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 @Override 

 protected void onCreate(Bundle savedInstanceState) {  

  // TODO 自動生成されたメソッド・スタブ  

  super.onCreate(savedInstanceState); 

   

        globals = (Globals) this.getApplication(); 

         

  LinearLayout.LayoutParams params0 = new 

LinearLayout.LayoutParams(MP,WC); 

  params0.weight = 1; 

   

  ninzu = globals.ninzu; 

  groups = globals.groups; 

  total = ninzu; 

  person =new int[total]; 

 

  for (int i = 0; i < total; i++) { 

   person[i] = -1; 

  } 

   

     rnd = new Random(); 

      

     // グループ番号の割り当て  

     for (int i = 1; i <= groups; i++) { 

         for (int j = 0; j < ninzu/groups; j++) { 
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          while (true) { 

           r = rnd.nextInt(total); 

           if (person[r] == -1) { 

            person[r] = i; 

            break; 

           } 

          } 

         } 

     } 

      

     // 各グループの人数が同じでない場合に、残りの人にグループ番号を割り当

てる 

     for (int i = 1; i <= ninzu - (ninzu/groups)*groups; i++) { 

         for (int j = 0; j < 1; j++) { 

          while (true) { 

           r = rnd.nextInt(total); 

           if (person[r] == -1) { 

            person[r] = i; 

            break; 

           } 

          } 

         } 

     } 

 

  LinearLayout layout = new LinearLayout(this); 
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     layout.setOrientation(LinearLayout.VERTICAL); 

     setContentView(layout); 

      

     LinearLayout ll = new LinearLayout(this); 

     ll.setOrientation(LinearLayout.HORIZONTAL); 

     layout.addView(ll); 

   

     bt_l = new Button(this); 

        bt_l.setText("←"); 

        bt_l.setOnClickListener(this); 

        bt_l.setLayoutParams(params0); 

        ll.addView(bt_l); 

        

         

     bt_r = new Button(this); 

        bt_r.setText("→"); 

        bt_r.setOnClickListener(this); 

        bt_r.setLayoutParams(params0); 

        ll.addView(bt_r); 

         

         

         

        now = 1; 

     tv1 = new TextView(this); 

     tv1.setText("グループ 1"); 
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     layout.addView(tv1); 

      

     String kekka = ""; 

  for (int i = 1; i <= total; i++) { 

   if (person[i-1] == 1) { 

    kekka = kekka + i + "¥n"; 

   } 

  } 

      

     et1 = new EditText(this); 

     et1.setText(kekka); 

     layout.addView(et1); 

      

     bt1 = new Button(this); 

        bt1.setText("戻る"); 

        bt1.setOnClickListener(this); 

        layout.addView(bt1); 

 

   

   

 

  /* 

  globals = (Globals) this.getApplication(); 

   

  LinearLayout layout = new LinearLayout(this); 
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     layout.setOrientation(LinearLayout.VERTICAL); 

     setContentView(layout); 

      

     TextView tv1 = new TextView(this); 

     tv1.setText("グループ"); 

     layout.addView(tv1); 

      

     TextView tv2 = new TextView(this); 

     tv2.setText("データ"); 

     layout.addView(tv2); 

      

     bt1 = new Button(this); 

        bt1.setText("戻る"); 

        bt1.setOnClickListener(this); 

        layout.addView(bt1); 

        */ 

 

 } 

 

 @Override 

 public void onClick(View v) { 

  // TODO 自動生成されたメソッド・スタブ  

   

  if ( v == bt1){ 

   Intent intent = new Intent(this, MainActivity.class);  
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   intent.setFlags(Intent.FLAG_ACTIVITY_CLEAR_TOP); 

   startActivity(intent); 

  } 

   

  // 左矢印で表示グループを一つ戻す  

  if (v == bt_l) { // ← 

   if ( now > 1) { 

    now--; 

    tv1.setText("グループ" + now); 

       String kekka = ""; 

    for (int i = 1; i <= total; i++) { 

     if (person[i-1] == now) { 

      kekka = kekka + i + "¥n"; 

     } 

    } 

    et1.setText(kekka); 

   } 

  } 

   

  // 右矢印で表示グループを一つ進める  

  if (v == bt_r) { // → 

   if ( now < groups) { 

    now++; 

    tv1.setText("グループ" + now); 

       String kekka = ""; 
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    for (int i = 1; i <= total; i++) { 

     if (person[i-1] == now) { 

      kekka = kekka + i + "¥n"; 

     } 

    } 

    et1.setText(kekka); 

   } 

  } 

 

   

  /* 

  if ( v == bt1){ 

   Intent intent = new Intent(this, MainActivity.class);  

   intent.setFlags(Intent.FLAG_ACTIVITY_CLEAR_TOP); 

   startActivity(intent); 

  } 

  */ 

 } 

 

} 

 


